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1 広汎性発達障害の易刺激性に aripipra芝0le

が奏功した1例
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精神医学分野

【はじめに】広汎性 発達障害 は 自閉症 を中核 と

する発達障害の総称で,①社 会性 の能 力の障害,

②コミュニケ-ション能力の障害,③想像性の障

害とそれに伴う行動の障害を基本症状とし,幼児

期から付随することの多い,感覚過敏,興奮 ･易

刺激性 ･白傷などの付随症状,基本症状 リオ随症

状への不適切な対応により状況依存的 ･反応的

に生 じてきた精神病性症状 ･気分症状などの二

次症状がみられる.広汎性発達障害の基本症状を

薬物療法で完治することは不可能であるが,付随

症状や二次症状に対 してはいくつかの向精神薬

の有効性が確認されている.今回,我々は広汎性

発達障害の易刺激性に対してaripiprazoleが奏功

した症例を経験 したので報告する.

症例は20歳,女性.発語は2歳で,3歳で2語

文を話した.人見知り,模倣はみられず,集団行

動が出来ず,極端に不器用であった.小中学校で

も語菜は乏しかった.成績は下位で,不器用さか

ら5教科以外も苦手で,特に他人の動作を模倣す

るような体操やダンスが苦手であった.単位制高

校 4年時に友人作りに失敗し,冬頃から登校を嫌

がるようになり,学校で興奮し泣き叫ぶこともあ

った.高校卒業後,常に母から離れず,自分の思

い通りにならないと興奮して暴れることが増え

た.また,家族から悪口を言われている内容の幻

279

聡が出現した.当科を初診Larip豆prazole6mgを

開始され,同札 特産不能の広汎性発達障害の診

断で入院した.

入院時には母が帰ろうとしたところ突如興奮

し,大声を出して暴れた.視線はほぼ合わず,無

表情で,会話は広がらず,いくつかの仕種にやや

不自然さを認めた.入院日にar立piprazoleを12mg

に増量 した.異常行動チェックリス ト (Aberrant

BehaviorChecklist)日本語版にて症状を評価 し

たところ,入院時一入院 7日一退院 (入院 37日)

で,易刺激性は30点-1貞一o点,多動は26点-3

点-1点,無気力は26Jfr24Jfr且7点と変化した.

退院後 5ケ月の暗点でも症状の明らかな増悪は

認めておらず,地域の傍業所に適所を開始してい

る.

【考察】広汎性発達障害の付随症状に対しては,

主に攻撃性 ･易刺激性 ･多動に対 していくつか

の抗精神病薬が,強迫行為 ･反復行為に対してい

くつかのセロ トニン再取 り込み阻害薬が二重盲

検試験により, その有効性を確認 されている.

AripiprazoleはOwenら (2009)により,自閉症

患者を対象としたプラセボ対照二重盲検試験に

て,易刺激性,多動,常同運動,不適切な言語に

対 し有効であることが報告されており,当患者も

その結果に矛盾しなかった.広汎性発達障害は薬

物治療で完治する疾患ではないが,易刺激性など

の付随症状には薬物療法は有効であり,治療によ

り患者の社会生活能力を向上 させうるかもしれ

ない.

2 アリピプラゾ-ル治療により局所脳血流低下

及び認知機能の改善を認めた発症危険精神

状態の 1例
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統合失調症の前駆期は,同疾患への早期介入の

重要性が認識されてから注目されているが,特異

的な症状及び生物学的指標は明らかになってい

ない.近年,統合失調症前駆期というretrospec-


